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	第８章　計画の推進体制

１．本計画の推進体制・進行管理

（２）地域包括支援センター運営協議会　　　　

	１０頁
	本市の要介護・要支援認定者数は、高齢者人口の増加に伴い毎年300人前後増加し、平成29年度の7,384人に対し、平成37年度は9,037人と1,600人余増加するなど75歳以上の後期高齢者人口の増加に伴い今後も大幅に増加する見込みです。
	本市の要介護・要支援認定者数は、平成28年度の7,139人に対し、平成37年度は9,037人と約1,900人増加するなど75歳以上の後期高齢者人口の増加に伴い今後も大幅に増加する見込みです。
グラフについて、実績値のラインを29年度から28年度に移動

	１１頁
	本市における要介護認定者のうち、約７割の方が何らかの認知症の症状を持っている状況です。また、今後、要介護認定者数の増加に併せて、認知症高齢者数も増加する見込みです。
■要介護認定者に占める認知症自立度の状況
	本市の要介護認定者における認知症自立度Ⅱ以上の認知症高齢者数は、要介護認定者数の増加に伴い、今後も増加する見込みです。
■認知症高齢者数の推移と推計

	該当箇所
	変更内容

	
	旧
	新

	４８頁
	さらに日常生活圏域の課題を共有し合う第2層協議体として、地域福祉懇談会をあて、挙げられた課題の解決方法や、不足する社会資源について協議します。

なお、協議体は、情報共有や話し合いにとどまらず地域の助け合い活動の創出に向けて具体的に行動していくことが求められているため、地域福祉懇談会の他に、ワーキンググループを作るなどし、そこに生活支援コーディネーターが関わることで、新しい生活支援等サービスの創出につなげます。
	さらに日常生活圏域の課題を共有し合う第2層協議体として、地域で高齢者を支える活動を担っている多様な主体の集まりを開催し、地域の課題や不足する社会資源について協議します。

なお、第２層協議体の開催や地域の課題解決にあたっては、そこに生活支援コーディネーターが関わり支援することで、新しい生活支援等サービスの創出につなげます。

	７７頁
～
７８頁
	【地域密着型サービス一覧】
（平成２９年１０月１日現在）
	【地域密着型サービス一覧】

（平成２９年４月１日現在）
時点の変更に併せて表中の数字も変更

	８４頁
～
９２頁
	４．介護保険料
	４．介護保険料について記述を追加

	９４頁
	２．東三河広域連合介護保険事業計画の推進体制
	２．東三河広域連合介護保険事業計画の推進体制
広域連合の体制図を掲載


資料2








2

